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４月６日 入学式 神田小学校へようこそ！ ５３名の新入生

入学式が行われました。本年度もコロナウィルス感染予防対

策により、在校生は児童会の代表４名、保護者は各家庭１名の

参加となりましたが、緊張しながらも、目を輝かせている子ど

もたちの姿を見ることができました。

たくさん学んで、たくさん遊んで、みんなで元気に成長して

いきましょう。

☆学校だよりやホームページなどへの写真の掲載について☆ ☆電話の自動音声対応時間について☆

神田小学校では、学校だよりや学校ホームページ 令和４年度から、電話の自動音声対応時

などで学校の様子をお知らせしています。本年度も 間に少し変更がありますので、掲載します。

子どもたちの取り組みの様子を写真で掲載していき 【令和３年度まで】

ます。その際、顔のアップや個人名が分かる内容は １８：００～７：１５

避けて掲載するようにしておりますが、できるかぎ 【令和４年度から】

り、子どもたちの生き生きとした様子をお伝えでき １８：００～７：３０

ればと思っております。

写真の掲載を望まれないご家庭につきましては、 今まで同様に、緊急を要する場合には、

担任までお申し出ください。 市役所(0562-47-2111)に連絡してください。

令和４年度、神田小学校は、全校児童４０１人、１７学級でスタートします。どうぞよろしくお願

いいたします。

今年度、本校の子どもたちが、神田小の校訓「自ら求めて たくましく 生きぬく子」に成長する

ために、次の三つのことを意識したいと教職員に話しました。

一つ目は「体育で育てる」二つ目は「体験で育てる」三つ目は「対話で育てる」です。

一つ目を「体育で育てる」としたのは、一番土台にしたいことが「心身の健康」だからです。コロ

ナ禍でもあり、「心身の健康」なしに学びや成長はないと考えます。そこで、「太陽の光を浴びて、よ

く遊び、よく食べる子」「居心地のよい学級」を目ざします。二つ目の「体験で育てる」は、学習は

体験することが一番です。行事や授業、さまざまな体験を通して子どもたちの力を引き出していきま

す。三つ目の「対話で育てる」は、「対話」は人間に欠かせないものと考えます。現在、世界で戦争

が起こっていることが信じられません。私は、暴力が嫌いです。暴力を振るう前にもっと「対話」が

できなかったのか…と思います。子どもたちにも暴力ではなく、「対話」でトラブルを解決してほし

いと考えます。

私たち教職員も「居心地のよい神田小」で「さまざまな体験」をし、「対話でトラブルを解決」し

ていきます。今年度も教職員一丸となって、教育活動に取り組んでまいります。

校長 髙木 久美子


